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ヴィルヘルム･ブッシュの
｢大人のための｣昔話
-ブッシュ没後100年に寄せて-
西　口　拓　子
これは,グリム兄弟,ベヒシュタイン,ムゼ-ウスらが出版
したようなナビもと家庭のための昔話ではありません｡これ
は大人のための,とりわけ学問的な関心を持つ読肴のための
本です｡
(ブッシュの『昔がたり』編者による前書きより)
は　じ　め　に
『マックスとモーリッツ』といえば,いたずら坊主ふたりの顔がすぐに
思い浮かぶほど,ドイツではよく知られている絵物語である｡作者のヴイ
ルヘルム･ブッシュ(WilhelmBusch, 1832-1908年)の作品は,本,朗
読CD,アニメーションDVD,人形劇など,様々な形で今日でも親しま
れている｡ 2007年はブッシュの生誕175周年, 2008年は没後100周年という
節目にあたるため,ラジオや雑誌で特集が組まれ,自伝が出版されるな
ド
ど,大いに注目を集めている｡ハノーファーにあるブッシュ博物館(写真
1)においては, 2007年8月30日に記念祭が盛大に催され,来訪者が500
人を超えただけでなく,連邦家庭相や州の大臣らも参列したことが話題と
2)
なった｡
『マックスとモーリッツ』の収めた成功があまりにも大きいため,チ
ども向けの絵物語の作者という印象が強いが,ブッシュは,アイロニカル
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写真 1 ハノーファーの「ブッシュ博物
館」
ブッシュの手許き原稿や油彩画などを保
存.展示している。
(2004年8月21日筆者撮影)
な散文や詩も発表しているO それらの作品も多くの読者を惹きつけ， 気の
きいた言葉として今日でも愛好されていることは， ドイツ語の引用句辞典
に，ブッシュの作品からの抜粋が数多 く掲載されていることからも分か
るO
しかし，ブッシュが民間伝承に関心を抱き， 昔話や伝説を集めていたこ
とはドイツにおいてもほとんど知られていない。それは， r昔がたり 』
(Ut oler Welt)という 書名で20世紀初頭に出版されたのだが，本稿で
は，その中の昔話に着目 し，グリム兄弟の編纂した昔話集や民俗学研究に
おける昔話の採集方法などと関連させつつ考察したい。
日本においては，明治20/21年に 『マックスとモーリ ッツJが翻訳され
たのをはじめに，ブッシュの作品がいくつも紹介されてきた。また平凡社
の 『世界大百科事典Jには「ブッシュ」が項目 として扱われ， I詩人，画
家，漫画家Jであり， I(フリーゲンデ・ブレ ッター〉に連載された漫画は，
今日の連続こま割り 漫画 comicstripを完成させたものといわれ， 評価も
同い」と紹介されてはいるのだが，彼の知名度はドイツとは比較にな らな
いほど低い。まずはブッシュの生涯を簡単に概観することから始めたい。
ブッシュの生涯
ブッシュは， 1832年4月15日， ドイツ北部ハノーファー近郊のヴィーデ
ンザール村の雑貨商の家に生まれているD 七人もの兄弟姉妹の長男であっ
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写真2 .工パーゲッツェン村の「ブッ
シュの水車小屋J
幼少期からの親友エーリヒ・ バッハマン
家の水車小屋が，現在ではブッシュの博
物館となっている。
(2007年 8月23日筆者撮影)
たため，1841年以降は，母方の叔父ゲオルク ・クライネ牧師に預けられ，
ゲッテインゲン近郊のエバーゲッツェン村やリュートホルスト村に暮ら
し，教育もこの叔父からの個人指導を受けた。将来は技師にという父親の
意向に添い， 1847年からは，ハノーフ ァーの高等工業学校で機械工学を学
び始めるO ところが友人の影響を受け， 次第に画家を志す ようにな
り， 1851年には学校を中退し，デユ ツセルドルフの芸術アカデミ ーに入学
している O その翌年にはアントワープの芸術アカデミ ーに移り，絵画の勉
強に励むが， 1853年にチフスに，躍り，やむなくヴイーデンザール村の実家
に帰っているo それでも画家を目指し， 1854年からミュンヘンの芸術アカ
デミ ーで再び学び始めるo その傍ら，芸術家集団「若きミュンヘンJでの
活動に加わり，そこで「フリーゲンデ・ブレ ッター」誌と「ミュンヘン
枚絵」の出版者であるカスパ ・ー ブラウンの目にとまり， 1858年より両誌
に挿絵や絵物語を寄稿するようになる o 1864年には 『楽しい絵物語集jを
刊行しているが，その中の「アイスベーター」は，ヴォルフガング ・カイ
ザー が， rグロテスクなもの』において論じていることでもよく知られて
いるO 翌1865年に，前述の絵物語『マックスとモ リー ッツJを発表し，そ
れが好評だったことを受け，ブッシュは本格的な絵物語の創作活動に入
り， rいたずらカラスのハンスj(1867年)や 『いたずら子犬ポシャンとポ
トムJ(1882年)などの作品を生み出し，それらは今日 でも幅広い読者を
魅了しつづけている D
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写真3 工パーゲッツェン村の「ブッ
シュの水車小屋」の内部
マックスとモーリ ッツがひかれて粉に
なってしまう終結部(最終節)を訪俳と
させる粉ひき場。
(2004年8月21日筆者撮影)
ブッシュは生涯を独身で通し，1872年 (40歳)以降は，牧師のネルデケ
と結婚した妹のもとに身を寄せているO 以後，旅に出てはこの家に戻る生
活を繰り返した。1879年には， 夫に先立たれた妹とともに，彼女の息子
オットー・ネルデケ牧師のもとに移り住んでいる O ブッシュは油彩画家と
しての成功は得られず，好評を博した絵物語の方も1884年を最後に創作を
やめているO 以後は，rエドワルトの夢j(1891年) など散文や詩を発表す
るのみであった。1898年より 1908年までの晩年は，甥の転任先であるメヒ
ツハウゼン村で過ごしている D
ブッシュと昔話
幼少期のブッシュと昔話のかかわりは，自叙伝に描かれている O それに
よれば，七つか八つの頃に，祖母と共に朝一番に起床することが許されて
からは，朝方お湯が沸くのをふたりで待ちながら，祖母は糸紡ぎをし，そ
の傍らでブッシュは讃美歌集や聖書の一節を読んできかせたという O その
他， 子どもの頃に読んでいたものとして，アンデルセンの昔話を挙げてい
るD エバーゲッツェ ン村-への転居後の回想の中でも， 当H寺の好んだ科目と
して「スケ ッチ」の他に「昔話を読むことjを挙げている O ここで具体的
な昔話集の名が挙げられていないのは残念である D
さて，ブッシュが民間伝承の聞き書きを行ったのは， 1853年から56年ま
での問であるO それはすなわち，画家を目指しアントワープに学びなが
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ら,病を得て余儀なくヴイ-デンザール相の両親のもとに帰郷した時で
あった｡ブッシュは, 1854年にミュンヘンに転居した後も, 1856年までは
しばしば帰郷し,そこからリュートホルスト村の叔父も訪ね,両地で聞き
書きを行ったのである｡
それらをまとめ,表紙絵と挿絵も準備した上で, 1857年に出版の交渉に
あたるが,あえなく拒否される｡名目上の理由は,挿絵の印刷川木版が用
意できないということであったが,当時のブッシュは無名だったためこれ
]7)
は仕方がないことだったろう｡その後は, ｢ミュンヘン一枚絵｣等の仕事
に忙殺されたため,昔話集の出版は二度と試みられることはなかった｡た
だし｢寒い冬｣ (UoW31)の一話のみは,定期的に寄稿していた｢フリー
IH)
ゲンデ･プレッタ-｣誌(707号)に1859年に発表している｡
艮間伝承からの影響は,その他のブッシュの作品の中にも認められる｡
例えば｢ヘンゼルとグレーテル｣というタイトルで発表した戯曲(1862年)
l[LJ､
と絵物語(1864年)は,グリムの｢ヘンゼルとグレーテル｣ (KHM15)
に相当する話であるし,絵物語｢親指小僧ハンス｣ (1881年)は,グリム
の｢親指小僧｣ (KHM37,45)の類話を~~卜敷きにしている｡その他にも
『マックスとモーリッツ』 (1865年)のふたりが鶏に対して行う悪戯が
テイル･オイレンシュピーゲルの行為とrr-fJ一一一であることや, 『パドヴァの
聖アントニウス』 (1870年)の文章と絵に民衆的な表現形式が取り入れら
2り)
れていることが知られている｡
しかし,これらの作品の下敷きとされたのは, 『昔がたり』に収められ
た話ではなかった｡ブッシュは,かつて出版を試みた聞き書き原稿を,メ
ヒツハウゼン村の甥のもとで隠屠生活を始めるまで,再び取り出すことは
なかったのである｡彼はそのうちの一一一一部を, 1899年から1903年の間に｢低
地ドイツ語研究協会通信｣という機関紙に投稿し,それらは｢ヴイ-デン
ーい
ザールの民間伝承｣として掲載された｡自らの手で公にしたものは,前述
の｢寒い冬｣ (1859年)を除けばそれだけであった｡
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ブッシュが集めた民間伝承が『昔がたり』というタイトルの単行本とし
て刊行されたのは,彼の死から二年後の1910年のことであった｡編者は,
ブッシュが晩年まで身を寄せたネルデケ家のオットーである｡彼は,幼少
時より長期間にわたって伯父ブッシュと生活を共にしており,後にブッ
シュ全集や年譜の編纂にも携わっている｡
オットー･ネルデケは,白身が編集した1943年版ブッシュ全集にもこの
二■■ト
『昔がたり』を収めたが,以後他の編者が刊行した全集には,代表的な
23)
ボーネ版(1959年)も含めて,この昔話集は収録されていない｡その理由
は本稿では最後に示すこととしたい｡さて, 1982年になって単行本版の
24)
『昔がたり』も刊行されたが,現在では1943年版の全集とともに絶版に
なっており,唯--人手可能なのはウ一夕一編CD-ROM版『ドイツの昔話
25)
と伝説』に収録された1910年版である｡
『昔がたり』には, 41話の昔話の他に, 52話の伝説と31篇の民謡類が収
2G)
められている｡本稿では,この中の昔話に注目していきたい｡それらは,
読む者を楽しませてくれるだけでなく,昔話の採集や出版のありかたにつ
いても考える機会を与えてくれるからである｡
ブッシュの昔話
ブッシュが聞き書きを行う以前にドイツでは, 1782年にムゼ-ウス,
1812年にグリム兄弟, 1845年にベヒシュタインというように,幾人もの編
r
者が既に昔話集を出版している｡その他,アルニムとブレンタ-ノの民謡
集『魔法の角笛』が1805年に出版され好評を博したことも,当時,民間伝
承が注目を集めていた時代であったことを示している｡ブッシュの昔請,
伝説,民謡の採集もこうした文脈の中で捉えなくてはならないことは言う
ご.<､
までもない｡そして先行する昔話集にはむろん『昔がたり』所収の話の類
話がいくつも発表されている｡
ブッシュの｢しょうがないやぎ｣ (UoW20)は,餌場では満腹になっ
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たと言い,家に戻ればもう一枚葉を食べたかったと言う気まぐれなやぎの
話である｡これは,明らかにグリムの｢(おぜんよ,したく)と金出しろば
JIL
と(こん棒,出ろ)｣ (KHM36, ATU212)や,ベヒシュタインの『ドイ
3())
ツ昔話集』第38話の類話にあたるものである｡その他, ｢農夫ピーヴイツ
ト｣ (UoW14)はグリムの｢小百姓｣ (KHM61, ATU1535), ｢王妃イ
ザベレ｣ (UoW9)はグリムの｢かしこい百姓娘｣ (KHM94, ATU875),
というようにいくつもの対応関係がみられる｡しかしながらブッシュは,
｢低地ドイツ語研究協会通信｣に寄稿する際, ｢これらの話が,他の人に
3】)
よって既に書き留められ発表されているかどうかは,判断できない｣と記
している通りであり,同通信編集部の人々からの指摘を受けて初めて,グ
i2)
リム兄弟やヴオツシドロによって既に類語が発表されていることを知った
のだった｡このようにブッシュは,先行した本の中に収められた伝承には
関心を示さず,類話を求めて他の昔話集を播くこともなかったようであ
る｡書物からも昔話を『昔話集』に採用していたグリム兄弟とは対照的で
二i:i)
ある｡
ブッシュの語り手
つまりブッシュは,身近な人々の語りを実際に聞き,書き留めただけで
あった｡ ｢低地ドイツ語研究協会通信｣の編集者に宛てた書簡(1902年2
月4日付)の中でブッシュは,半世紀前に実施した聞き書きを振り返り,
自分に昔話を語ってくれた人々について次のように記している｡ ｢彼ら
は,耳で聞いたものを,口で伝承していました｡当時の農家には,読む物
W(
といったら聖書と讃美歌集の他にはないのが普通でした｣｡この書簡で
は,最も重要な語り手として三人が紹介されている｡当時の語り手に関す
る記録は貴重であるため,ブッシュの自叙伝での記述も織り交ぜながら,
この三人についての情報をまとめておく｡
昔話を最も数多く知っていたのは,クリスティアン･ボルクマイヤー-
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ボルテという年配の男性であった｡彼のレパートリーは,柑一番の語り手
であった母親から聞いたものである｡彼はもの静かで,普段は[｣数が少な
いが, ｢女たちが糸紡ぎに出かけている時,暗い家の中にひとりでいた｡
私が窓を叩くと,彼はすぐに灯りをともし,パイプにタバコをつめ,それ
75)
から喜んで語りを始めてくれた｡それはすぼらしかった｣という｡
コンラート･バックスという名の年老いた羊飼いは,とりわけ死者の登
場する話や怪談を得手としていた｡ブッシュが冬の夜に訪ねると,彼は
ベッドに横になって語り, ｢口が渇いて物足りなくなると,跳ね起きて,
机の引き出しのところに行き,噛みタバコを少々噛んで元気をつけた｡妾
二こlLL
はその傍らで紡いでいた｣という｡妻の方が語ることもあったという0
三人日として紹介されるのはシェ-ケル夫人で, ｢あらゆる歌を知って
いた｣らしい｡ ｢彼女には節のついていないテクストは思い浮かばず,常
37)
に歌わずにいられなかった｡紡ぎ車がそれに合わせて音をたてた｣とブッ
シュは報告している｡
その他, 『昔がたり』の本文中でも何人かの語り手の存在が示唆されて
いる｡ ｢意地悪な継母｣ (UoW7)には,これが祖母から聞いた話である
.iH)
ことが,また伝説第30番の冒頭には｢フリーデリケ･ビュッシングが実際
:う如
に体験し,語ってくれた｣ことが記されている｡さらに伝説第23番の冒頭
では,ツイ-ゲンベルクという語り手を次のように紹介している｡ ｢かつ
てヴイ-デンザール村に老兵が滞在していた｡この男は,戦争で砲撃され
て障害を負い,片方の足が木の義足だった｣｡彼は, ｢酒をたくさん飲んだ
が,昔話やその他の話を一一晩中語ることができたため,とても好かれてい
勘｡
こうして語り手に関する具体的な記述をすることは,聞き手が信じるこ
とを求める伝説の文体にとりわけ適っている｡ブッシュが語り手について
lil)
残した記述は以上であり,決して多いとはいえないが,当時はまだ｢語ら
れるもの｣自体-の関心が主であったため,こうした記載自体が貴重であ
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る｡確かにグリム兄弟は,早くも1810年代に,語り手の名前や聞き書きを
行った日付を記録していた｡しかしそれは,自家用の初版本(1812 15年)
に私的なメモとして書き留めただけであり,公刊した『昔話集注釈篇』
(最終版では第3巻)には語り手に関する詳しい記述は載せていない｡そ
こで中心となっているのは類話の概要の紹介であり,話の出自に関しては
｢ヘッセン地方より｣などという情報が明記されるのみであった｡当時
は,語り手の個性や語りの場が注目されておらず,それらが重視されるの
は, 20世紀に入り,ヨーロッパの民俗学研究において｢昔話の生物学｣に
･12)
研究の重点が移ってからのことだったのである｡
昔話の採集方法
ブッシュの聞き書きの什方に関しては,甥のオットー･ネルデケが伝え
ている｡それによると,ブッシュは語り手のもとに赴き,まずは語りを聞
きながらキーワードや短いセンテンスを書き取り,帰宅後にそれを文章に
起こした｡その後,細部を確認するために,もう一度語ってもらったらし
; i､
い｡今日の民俗学研究では,こうした書き取るという行為だけでも,語り
に影響を与えることが明らかになっているため,そうした影響を最小限に
とどめるため,採話者も聞き手の一一人として参加し,目立たないように録
音ないし録画をし,後で原稿に起こすだろう｡しかしブッシュが聞き書き
を行ったのは1850年代であり,当時に現代と同様の厳密さを要求するのは
無理である｡なにしろブッシュより半世紀後の1906年にさえ,ヴオツシド
ロという著名な民俗学者が,論文の中で採取方法としてブッシュとほぼ同
･1,1)
様の手法を推奨しているほどであるからだ｡録音技術がヨーロッパで昔話
の記録に用いられ始めたのは1910年代未で,一一一般的に活用されるように
51(rE
なったのはようやく1930年代からである｡甥の記述に誤謬がないとすれ
ば,ブッシュの聞き書きは当時としては非常に高い水準の採話であったこ
とになる｡
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低地方言
次に,昔話が書き留められた言葉に着日する｡
『昔がたり』に収録された41話の昔話のうち, 8話が低地方言で記され
ている(リowl, 5, 8, 12, 20, 30, 33, 37)｡そのうちの4話の末尾
に,ブッシュ自身が標準語の要約を付けている(UoW5, 8, 20, 33)o
これは読者の理解-の配慮だろう｡その他の標準語で記録した話の中に
も,低地方言のフレーズは残している｡このように低地万言に固執してい
たことは,ブッシュが√･ども時代に体得した｢心からの言葉｣が｢標準ド
イツ語と低地ドイツ語｣という｢二つの母語｣だと言明していることにも
46)
現れている｡
ブッシュは,民間伝承の内容もさることながら,言葉自体にも強い関心
1∴
をいだき,ヴイ-デンザール方言を丹念に観察し,記録を残している｡そ
の成果を, ｢低地ドイツ語研究協会通信｣に寄稿もしていたほどである｡
また『昔がたり』の民謡26番に注釈を付け,ここで使われている語菜の二
つが土着のものでないことから,この歌は外来のものだという推論を展開
するなど,自らが集めた伝承の出自に関しても実証的な態度を見せてい
る｡
文体
1H)
ウ一夕一編CD-ROM版『ドイツの昔話と伝説』は,編者ごとに異なる
書式で出版された話を同一の書式で収録しているため,類話の長さを比較
する際に便利である｡ここでは,グリムの｢蛙の王さま｣ (KHMl)の最
終版は6頁(初版は4頁)であるのに対し,ブッシュによる類話はわずか
仙)
に3頁半である｡この短さは,ブッシュの昔話の,採話したままともいえ
る素朴さを象徴的に示している｡そこでは,状況,登場人物の性格,感情
といったものが詳しく措写されることがなく,ベヒシュタインやアンデル
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50)
センの昔話のように,アイロニーや風刺-の傾倒も見られず,妨げられる
ことなく筋が進行していく｡採集の仕方は前述の通りであり,今日的な信
.l､
感性こそ認められないものの,ブッシュの話の素朴さは際立っている｡
甥のオットーも,刊行に際して伯父の遺稿に手を加えてはいない｡子ど
もにふさわしい読み物となるよう編集しなおしていないことに対して,
『昔がたり』前書きの中で次のような断り書きをしている｡
これは,グリム兄弟,ベヒシュタイン,ムゼ-ウスらが出版したよ
うな子どもと家庭のための昔話ではありません｡これは大人のため
.-)i))
の,とりわけ学問的に関心を持つ読者のための本です｡
確かに,グリム兄弟やベヒシュタインが,子ども向けという視点を多少
なりとも持ち,昔話集を編纂･改訂していた時代である｡では,ブッシュ
の昔話の中には,こうしてオットーに｢子ども向けでない｣という注釈を
書かせるような内容が含まれていたのだろうか｡詳細はどこにも述べられ
ていないため,我々はそれを推し量る他はない｡
｢大人のための｣昔話
きちんとした母親や乳母は,顔を赤らめることなく無垢な娘にラブ
51i)
ンツェルの昔話を語ることができるだろうか｡
これは, 1815年に文芸誌に掲載された文章で,グリム兄弟の『昔話集』
に対する批判のひとつである.この背景には,昔話が19世紀に一子ども向け
のものとして発展していったことがある｡それはまたグリム兄弟の『昔話
集』編纂にも影響を与えずにはいなかった｡ ｢ラブンツェル｣ (KHM12,
ATU310)や, ｢蛙の王さま｣ (KHMl, ATU440)において,性的な連
1l､
想をさせる表現が忌避されたことはよく知られている｡ブッシュでは｢魔
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法にかけられた王子｣ (UoW34)が後者の類話にあたるが,そこでは,
泉の中から金の指輪を拾ってくることの報奨として蛙が要求するのは-
国際話型番号ATU440の話では一一一般的にそうであるように-夜に娘の
ベッドの中で寝ることである｡そして少女が仕方なく虹をベッドに入れる
:lL･L
と, ｢蛙が静かにしていたので,すぐに少女は眠りに落ちました｣という
説明がなされる｡この記述により,無垢な場面であることが暗示されてい
るが,こうした配慮は,ブッシュの話においてはむしろ例外的で,概して
淡々と語られており,子ども向けにすべく苦心した跡が見受けられるグリ
ムの昔話のテクストとは対照的である｡
グリムの｢金のがちょう｣ (KHM64)では,羽根を手に入れようとし
た三人の娘を筆頭に,牧師らが次々とがちょうに貼りついてしまう場面が
印象的である｡ブッシュの｢かじ屋と牧師｣ (UoW29)に似た場面があ
るのだが,少々趣が異なっている｡人々の先頭に立つのはがちょうではな
く,牧師と鍛冶屋の妾で,そこに牧師の侍女,パン屋らがさらに貼りつい
ていく｡ブッシュ版で目を引くのが,先頭の二人がキスをしたまま, ｢あ
たかもにかわで貼りけられた｣状態でいることだ｡この話では,不実な宴
と牧師が共謀し,邪魔な夫(鍛冶屋)には遠Ll'.をさせ,その間にふたりで
楽しむ計略をめぐらすのだが,事実を知った鍛冶屋は, (贈与者から教え
られた)呪文を用いて,前述のような形で二人に恥をかかせて,逆襲に転
ずるのである｡貼りつく状況が生々しいとはいえ,構造自体は,形勢が逆
転して裏切られていた夫の方が優位に立つという,笑話特有のものになっ
E-)fl)
ている｡ブッシュは,民間伝承にはこうした類の笑いも付随することを了
解していたようで,この他にも, ｢かしこい下男｣ (UoW26)や｢ヒルデ
プラントと牧師｣ (uow41)という,聖職者と妻の不倫を扱った笑話を
57)
書き留めている｡後者では,夫を霊験あらたかな泉へ赴かせ,夫が留守の
間を満喫しようと,不実な妻が企む｡この類話にあたる｢ヒルデプラント
おやじ｣ (KHM95)が,規範とされていたグリム兄弟の『昔話集』にも
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収められていることを編者オットー･ネルデケが気づいていたならば,
『昔がたり』の前書きに｢大人のための｣という断り書きはなされたであ
ろうか｡
ブッシュの｢豚飼いの少年と王女｣ (Uow39)は, ATU850 ｢王女の
ほくろ｣の話型に属する話である｡このタイプの話では王女が踊る豚を手
に入れようとするが,所有者である豚飼いの目す交換条件は, (スカート
をたくし上げるなどして)裸を見せることである｡ブッシュの話における
交換条件は,最初の二度が侍女のベッドで,そして三度日には王女のベッ
ドで寝ることである｡こうした箇所も,オットーに｢子ども向き｣でない
という注釈を付けさせたということは充分考えられる｡だが同様の,王女
に対する厚かましい要求は,国際話型番号ATU570 ｢うさぎ番｣に出て
くるものとしてもよく知られている｡例えばベヒシュタインでは｢うさぎ
番と王女｣として収録されているが,うさぎを得る代わりに,王女はうさ
5H)
ぎ番の男に抱きしめられキスをされるのに甘んじているし,アンデルセン
の｢豚飼い王子｣でも,王女は豚を得るために,キスをしなくてはならな
r)())                                                           i)())
い｡これらの話では艶めいた要求が出されるものなのだ｡
そもそも昔話には,淫らな解釈への余地が少なからずある｡とりわけ心
Ilレ
理学的な解釈に性的なものが多いことにも注目できるだろう｡それでも昔
話の場合は性的な事柄に関心が集中することはなく, ｢王女のほくろ｣の
タイプの話の場合,その要求は単に筋を進めるためになされるだけであ
る｡つまりここでは｢王女の秘密(ほくろ)を見る｣ことが主眼であり,
それによって課題を解くことができ,王女との結婚が可能になる｡だから
こそ,王女がスカートをたくしあげても, ｢少年はそれを喜んだとか満足
(1L))
したとはどこにも書いていない｣ものなのだ｡むろん,ブッシュの話にお
いても要求(王女のベッドで寝る)が実現される様子が描写されることは
なく,ここでも王女の秘密を知る機会となっているだけである｡かの｢大
人のため｣という断り書きを当時は必要と感じたことは理解できるが,こ
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の話においても,昔話の筋の展開が必要とする以上に多大な性的関心は全
く感じられない｡
残酷　さ
｢大人向け｣ - ｢子ども向け｣という観点から昔話を考える際,残酷さ
についての考察を忘れることはできない｡まずはブッシュの｢ムッシェ
ティーア,グレナデイ-ア,プンペデイ-ア｣ (UoW15)を例として見
てみたい｡ここでは,三人の王女をさらった大男たちを,主人公の男が退
治する｡三人日の首を落とす時には｢ノJの切れ味がなまっていたので,首
は最初は全く落ちようともせず,大男はひどい叫び声をあげた｡ようやく
r)i)
三撃Hに,胴体から頭が落ち,床の上をころころ遠く-と転がっていった｣
とある｡概して描写は多くないとはいえ,ブッシュの語り手の中には,忠
(～′一)
ろしい場面をこうして生々しく語る者もいたのである｡
グリムの昔話と比較した場合には,ブッシュの話の万がより残酷に思え
る場合がある｡国際話型番号ATU480の話では,怠け者の実の娘が,継
娘が手にしたのと同じ幸運を得ようと試みて失敗するが,怠け者の娘は,
グリムの｢ホレおばさん｣ (KHM24)では,門のところでタールを浴び,
それが一一一生取れないというのが罰であるのに対して,ブッシュの｢意地悪
な継母｣ (UoW7)では,斧で頭を打ち落とされてしまうからだ｡その一
万で,前述の｢豚飼いの少年と王女｣ (Uow39)では, ｢王女のほくろ｣
の秘密を豚飼いから横奪しようとした牧師は,プッシュの話においては正
答を少し言い当てることができたという理由で,命が許されている｡多く
の類話で行われているように,ここでも罰として首が飛ばされても不思議
()r))
ではないところなのであるが｡ブッシュの昔話は,残酷さに限らず様々な
観点からみて,一様な傾向を示してはおらず,かなり不均一な印象を与-え
る｡これは,編者による均質化が行われなかったため,語り手ごとの個性
がそのまま残されているためと見てよいだろう｡
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お　わ　り　に
民衆の平凡な語り手の特徴が欠点も湛されずに残されている,子ど
()ll)
もに手渡すことのできる本ではない｡
これはグリム兄弟の『昔話集』に対して1816年になされた批判である｡
ブッシュが昔話集の刊行を試みたのは1857年だったが,もしもその時,出
版社を見つけることができ,版を重ねるといった幸運にも恵まれていたな
らば,グリム兄弟と同様の批判を受けていたかもしれない｡それに応じ,
読者-何より子どもが手に取ること-を意識する形での加筆も免れ得
なかったことだろう｡
しかしブッシュはそうした機会に恵まれなかった｡自叙伝のrllで振り
返っているように,ブッシュは学問的に何が重要なのかを意識することな
h:･
く,ひたすら忠実に書き取り,それは,誰の批判にさらされることもなく,
書きとめられたままの状態で半世紀もの間眠っていたのである｡ブッシュ
の昔話には,現代の民俗学で行われているような倍悪性は認められないと
はいえ,少々生々しいところも含め,簡潔な民衆の語りが非常に良い状態
で保持されているように見える｡そのため,シュミットやシェルフらの研
究者は,ブッシュの昔話には,グリム兄弟のものよりも純粋(本来的)と
ILヽ
思われるものがあると指摘する｡しかしこのような研究者の言葉は,そも
そも不要である｡ブッシュの昔話を一一一読すればその簡素で民衆的な語りに
誰もが気づくからである｡そのことが皮肉にも『昔がたり』を, 1943年以
降に編纂されたブッシュの全集から遠ざける要因となった｡オットー･ネ
ルデケ以外の編者による全集には,この民間伝承集が収録されていないこ
とは既に述べた通りであるが,要するに,艮衆の語りを書き取っただけ
で,これはブッシュの｢作品｣と呼べるものではないという理由から排除
されたのである｡こうして逆説的に民間伝承としての真価が認められた
254
ブッシュの昔話は,もっと評価されてよい｡
注
1) Zeit紙の2008年第1 TIt=Cま,ブッシュの没後100周年を追悼する記事が掲載され
たo DieZEITGeschichte誌は, 2007年第相をブッシュ特集号HWilhelm
Busch : Das Genie des Humors : Sein Leben, seine Kunst, seine Epoche砧と
した｡また,新たに伝記がSchuryによって刊行されたo Schury,Gudrun:Ich
wollt, ich war ein Eskimo･ Das Leben des Wilhelm Busch. Biographie･ Berlin
2007.さらに2008年6月には,これまで存在さえも知られていなかった
"Kuchenteig (ケーキの生地)"という絵物語の手書き原稿が発見され,話過を
よんだoこれについてはFrankfurter Allgemeine Zeitung紙(200挿6月14口
第39両)他,各紙が伝えている0
2 )この記念祭については, Hannoversche Allgemeine Zeitung紙(2007年8胴1
日第19面)等で大きく報道されている(〕
3)むろん昔話関連の研究書では,多少なりとも言及がなされている｡例えばBolte,
J. und Polivka, G･ :Anmerkungen zu denKinder- und Hausmarchen der
BrBder Grimm. 5 Bde･ Leipzig 1913-321 Ndr･ Hildesheim 1963･ / Scherf,
walter : Marchenlexikon･ 2 Bde･ Mdnchen 1995･ / Uther, Hans-J6rg : The
Types oHnternational Folktales･ 3 Bde･ Helsinki 2004等0
4) Ut61erWeltを標準語にすればAusalterZeitである0本稿で『昔がたり』の
昔話に言及する際には,シェルフの情話事典』 (前掲若Scherr1995)に倣い,
uowという略語の後に1910年初版での収録番号を付すoすなわちUoWlは,
一満目の話を示すoテクストの引用はNGldeke, Otto (Hrsg･):Wilhelm Busch･
samtliche Werke. 8 Bde･ Mtinchen 1943, Bd･ 8に拠る0
5)明治20/ 21年の『WAMPAKUMONOGATARI』 (二巻本,本文も全てローマ字
で表記されている)は, 『マックスとモーリッツ』の翻訳であるoこれは,はる
ぷ社から1987年に復刻版がr-u行されたoその他, L悶真面子訳『マクスとモー
リツのいたずら』岩波書店, 1986年等がある0
6) 『世界大日科事典』第24巻,平凡社2007年, 658頁o 《フリーゲンデ･プレッ
クー≫は, 1844年から1944年までミュンヘンで刊行された絵入りの週刊誌o冊
界大百科事典』では｢漫画｣としているが,ブッシュのこれらの作品では,絵
に韻文の物語が添えられており,それらの言葉が果たす役割も大きいため本稿
では｢絵物語｣と呼ぶ｡
7)その他,絵本の歴史を扱う本の中でも簡単な紹介はなされている0割欄- 『絵
本の魅力』日本エディタースクール出版部, 1984年, 20貞以降他｡
8 )ブッシュの生涯については, Pape, Walter:Wilhelm Busch･ Stuttgart 1977等
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の先行研究に拠る｡日本語の文献では,永井義哉｢ヴイルヘルム･ブッシュ一一一一一
人とその作品-｣ (『外国語･外国文学研究』第ⅩⅠⅩ旨,北海道大学文学部,
1973年, 1-35頁)が詳しい｡
9) ｢フリーゲンデ･プレッタ-｣誌に関しては注6を参照｡
10) 1848年から98年まで,年に24点発行された絵入り新聞のようなもの｡詳しくは,
野村法『口で見るグリム童話』筑摩書房, 1994年を参照0
ll)この時期に発表された作lL指のうち4編の翻訳が, 『エドワルトの夢』 (矢川澄f一
訳,月刊ペン社, 1979年)に収められている｡
12)ヴオルフガング･カイザー『グロテスクなもの　その絵画と文学における衣規』
竹内豊治訳,法政大学lLh版局, 1968年,第4章0
13)ブッシュの自叙伝には, HWasmichbetri肌`` (1886年)と"Vonmirtiber
mich" (1893年と1894年)の計三つのテクストがある｡このテクスト間の衣硯の
相違に関しては, Schuryが詳細な考察を行っている｡ Schury2007, S. 347ff.
14) 1893年の自叙伝より｡引用は, Hochhuth, Rolf(Hrsg.) :Wilhelm Busch. Samt-
liche Werke. 2Bde. Mtinchen 1999, Bd. 2, S. 9に拠る｡
15)アンデルセンが1835年より発表した作品は｢創作昔話｣だが,ブッシュがここ
でMarchenという言葉を用いていること,またこの時読んだのが初期の作品
で,民間伝承の要素が強いものであるため, ｢昔話｣という訳語を用いた｡なお
ドイツ語への初訳は1839年にブラウンシュヴァイクで刊行されたものであっ
た｡ Uther, Hans-JGrg : H. C.Andersen und Deutschland. Zur frtihen Rezep-
tion seiner Marchen. In : Volkacher Bote. 83, 2005, S. 15.
16) Hochhuth 1999, Bd. 2, S. 14.
17) N61deke 1943, Bd. 8, S. 7, Schury2007, S. 65参照｡
18) Hochhuth1999, Bd. 1, S. 73-74所収｡これは『昔がたり』所収の話とほぼ同じ
である0
19)グリム兄弟の『f-どもと家庭のための昔話集』を本稿では『昔話集』と略す｡
また慣例に従い,最終版(1857年)での収録番号をKHMとともに示すo　昔話
の題名は野村法訳(ちくま文庫, 2005-2006年)に拠る｡
20) Schury2007,S. 103参照｡植田信行｢ヴイルヘルム･ブッシュ研究序説｣ 『Hol-
zweg』 3号,明治大学, 1974年,卜10頁.特に7頁参照｡宇佐美幸彦｢ヴイル
ヘルム･ブッシュ『パドヴァの聖アントニウス』について｣ 『独逸文学』 43号,
関西大学, 1999年, 77-105頁｡特に98頁参照｡その他,ブッシュと民間伝承の
かかわりに関しては, Wehseの論文を参照｡ Wehse, Rainer : Volkskundliches
bei Wilhelm Busch. In : Wilhelm Busch. Die Bildergeschichten zwischen
Flugblatt und Cartoon. Hannover 1982, S. 41-47.
21) Korrespondenzblatt des Vereins ftir niederdeutsche Sprachforschung.掲載
された昔話は計10話である(UoWl, 3, 4, 5, 6, 8, 19, 20, 27, 33)0 Schmidt,
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Kurt : Wilhelm Busch als Uberlieferer niederdeutschen Volkstums. In :
Zeitschrift ftir deutsche Philologie. 1937, S. 396-424参照｡
22) N61deke, Otto (Hrsg.) : Wilhelm Busch. Samtliche Werke. 8 Bde. Mtinchen
1943.
23) Bohne, Friedrich v.(Hrsg.) : Historisch-kritische Gesamtausgabe. 4 Bde.
Hamburg 1959.
24) Ueding : Cert (Hrsg.) : Wilhelm Busch. Aus alter Zeit. Marchen u. Sagen.
Stuttgart1982.本則二は, 『昔がたり』だけでなく,前述の絵物語｢ヘンゼルと
グレーテル｣など,その他の機会に発表した作【'n'lで民間伝承と関連のあるもの
も収録されている｡
25) Uther, HansJ6rg (Hrsg.) : Deutsche Marchen und Sagen. Berlin 2003.
26) 1943年の全集版(第8巻)では,拝話1話と伝説3話が追加された｡なお,日
本語には11請が訳されているo 『黒いお姫さま』上門真rfnL+編･訳,福音館書
店, 1991年｡同書を参照できるように,呂悠古の題名の日本語訳は出来るだけl･一
日真而子訳に合わせた｡
27)ムゼ-ウスの昔話集の邦訳には,鈴木満による以卜の3冊がある｡ 『リュ-ベ
ツアールの物語』 (匝情fU行会, 2003年), 『沈黙の恋』 (lkl書frJ行会, 2007年),
『メレクザ-ラ』 (川音刊行会, 2007年)｡ベヒシュタインの邦訳には, HtJ真
而f-訳『FLlいオオカミ』 (岩波出:ri, 1990年),伊東明美訳『｢悪い子｣のための
怖くて不思議な童話集』 (講談社, 2()00年)などがある｡
28) Schury2007, S. 64.
29) ATUは, Uther, Hans-J6rg : The Types of International Folktales. 3 Bde.
Helsinki 2004による[-q際話型番号である｡
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